令和９年度多摩市ごみ・資源収集カレンダー有料広告掲載取扱基準

（趣旨）
第１条　この基準は、多摩市（以下「市」という。）が発行する多摩市ごみ・資源収集カレンダー（以下「カレンダー」という。）に掲載する有料広告（以下「広告」という。）の募集、掲載等の取扱いについて必要な事項を定めるものとする。
（カレンダーへの広告掲載等）
第２条　市は、カレンダーに広告の掲載を希望する者（以下「広告掲載希望者」という。）を募集し、広告を掲載する。
２　市が予定するカレンダーの発行部数、発行時期等は、次の表のとおりとする。ただし、市の業務の都合により、カレンダーの発行後においてこれらを変更する場合がある。
	発行部数
	９１，０００部

	発行時期
	令和９年３月

	配布方法
	市内全世帯を対象とする戸別配布及び市役所等窓口における配布

	使用期間
	令和９年４月１日から令和１０年３月３１日まで


（広告の規格等）
第３条　カレンダーに掲載する広告の寸法、掲載位置等は、次の表のとおりとする。
	寸法
	縦４．５ｃｍ×横１３．０ｃｍ程度

	掲載位置
	月別カレンダー掲載面下部の市が指定する位置

	刷り色
	４色カラー

	募集枠数
	２４枠（応募は１広告掲載希望者当たり２枠まで）


（広告掲載希望者の要件）
第４条　広告掲載希望者は、次の各号のいずれにも該当しない者とする。
⑴　市税を滞納している者
⑵　市が発注する契約に係る業者選定に関し、指名停止措置（競争入札への参加を制限する措置をいう。）を受けている者
⑶　その他広告を掲載する者として適切でないと多摩市長（以下「市長」という。）が認める者
（広告の内容）
第５条　カレンダーに掲載する広告の内容は、次の各号のいずれにも該当しないものとする。
⑴　法令等に違反するもの又は違反するおそれのあるもの
⑵　風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）第２条第１項に規定する風俗営業に該当する営業に係るもの
⑶　政治活動、宗教活動、意見広告又は個人の宣伝に係るもの 
⑷　公の秩序又は善良な風俗に反するもの 
⑸　集団的に又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれのある組織の利益になると認められるもの
⑹　人権侵害や差別を助長するおそれのあるもの
⑺　市の信用及び品位並びにカレンダー等の公共性を損なうおそれのあるもの
⑻　市の業務遂行に支障を及ぼすおそれがあるもの
⑼　その他カレンダー等に掲載する広告として適当でないと市長が認めるもの
（広告掲載料）
第６条　市は、広告掲載希望者の区分により、次の表に定める広告掲載料を徴収する。
	広告掲載希望者の区分
	１枠当たりの広告掲載料

	エコショップ認定店舗
	４０，０００円

	広告を２枠掲載する者
	４０，０００円

	その他の者
	４５，０００円


（広告の募集方法）
第７条　カレンダーに掲載する広告の募集は、たま広報、市公式ホームページその他の方法により行う。
（広告の申込み）
第８条　広告掲載希望者は、広告掲載申込書（第１号様式）に掲載しようとする広告の原稿を添えて、市長に申し込まなければならない。
２　広告掲載希望者は、前項の規定による申込み当たっては、登記簿謄本の写し、履歴事項全部証明書その他の業務内容等の確認ができる書類及び市税の納税証明書を提出し、又は提示しなければならない。
（広告内容等の審査）
第９条　市長は、前条の規定による申込みがあったときは、第４条に規定する広告掲載希望者の要件及び第５条に規定する広告の内容について審査する。
２  市長は、審査の結果広告掲載にふさわしくない内容であると認めるとき又は不適切な表現があると認めるときは、広告掲載希望者に対し内容又は表現の修正を求めることができる。
３　市長は、広告掲載希望者が第４条各号のいずれかに該当する場合又は広告の内容が第５条各号のいずれかに該当し前項の修正に応じない場合は、広告を掲載しないものとする。
（広告の掲載順位）
第１０条　広告の募集枠数を超えて申込みがあった場合の広告の掲載順位は、次のとおりとする。この場合において、同順位の広告掲載希望者があるときの掲載順位は、抽選によるものとする。
　⑴　第１順位　公共的団体又はそれに類する団体で、市内に事業所等を有する者
　⑵　第２順位　公共的な事業を行う民間企業又は団体で、市内に事業所等を有する者
　⑶　第３順位　民間企業又は団体で、市内に事業所等を有する者
　⑷　第４順位　その他広告を掲載する企業又は団体として適当であると市長が認める　　者
２　２枠の広告の掲載を申し込む広告掲載希望者がある場合においては、１枠を申し込む広告掲載希望者の申込みは、２枠を申し込む広告掲載希望者の第２枠目の申込みに優先するものとする。
（広告掲載の決定）
第１１条　市長は、第９条の規定による審査の結果及び前条の規定による掲載順位に基づき広告掲載の可否を決定し、広告を掲載することを決定したときは広告掲載決定通知書（第２号様式）により、広告を掲載しないことを決定したときは広告非掲載決定通知書（第３号様式）により広告掲載希望者に通知するものとする。
（広告掲載料の支払及び経費の負担）
第１２条　前条の規定により広告掲載の決定を受けた広告掲載希望者（以下「広告主」という。）は、市長が指定する方法により、市長が指定する期日までに広告掲載料を支払わなければならない。
２　広告主は、自己の負担で広告の版下原稿を作成し、市長が指定する方法により、市長が指定する期日までに提出しなければならない。
（広告主の責務）
第１３条　広告主は、広告の内容に関する一切の責任を負うものとする。
２　広告主は、広告の内容を偽り、又は広告に関連して著作権その他第三者の権利を侵害してはならない。
３　広告主は、広告に関連して第三者から苦情の申立て、損害賠償の請求等があったときは、自らの責任及び負担において解決しなければならない。
（損害賠償）
第１４条　広告主は、広告の掲載に当たり、その責に帰すべき理由により市に損害を与えた場合は、それにより生じた損害を賠償しなければならない。
（広告掲載の取消し）
第１５条　市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、第１１条の規定による広告掲載の決定を取り消すことができる。
　⑴　広告主が偽りその他不正な手段により広告掲載の決定を受けたとき。
⑵　広告主が市長が指定する期日までに広告掲載料の支払又は広告の版下原稿の提出をしないとき。
⑶　広告主が市の信用を失墜し、業務を妨害し、又は事務を停滞させるような行為を行ったとき。
⑷　広告主が社会的信用を著しく損なう行為をしたとき。
⑸　広告主の倒産、解散等により広告を掲載する必要がなくなったとき。
⑹　広告主が書面により、広告の掲載の取下げを申し出たとき。
⑺　広告主が第４条各号のいずれかに該当することとなったとき。
⑻　広告の内容が第５条各号のいずれかに該当することとなった場合においてその修正に応じないとき。
⑼　市の業務の都合により広告を掲載することができない事由が生じたとき。
（広告掲載料の返還）
第１６条　既に支払われた広告掲載料は、これを返還しない。ただし、広告主の責めに帰すことができない事由により、広告の掲載を取り消したときは、この限りでない。
附　則
（施行期日）
１　この基準は、令和８年１０月１日から施行する。
（この基準の失効）
２　この基準は、令和１０年３月３１日限り、その効力を失う。
